



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ちょい ち ょ い
一寸々々斯う云ふやうに（この時福沢は口述筆記者に細長く古びた一小冊






































































































































－２３８－ 日本経大論集 第４０巻 第２号
ついて－薩摩藩交易方掛石河確太郎の経営思想を中心にして－」（東亜大学
















































第 13号・第 15号・第 16号、1999年 3月・2000年 3月・12月・2001年 10月・2002


























研究会『福岡経大論集』第 36巻 3・4巻第 37巻合併号・第 38巻第 1号・第 39巻第

























































〈安政 5〉に解散）も 1613年（慶長 18）に平戸に商館（支社）を開設したが、わず


























 富田正文編者代表『福沢諭吉選集』第 1巻、岩波書店、1980年、29～30頁。（ ）内
とゴシックは長谷川。畳字表記の一部を換えた。以下、同『福沢諭吉選集』からの引
用について同じ。





の み こと こと
（薩摩藩）を損する而已にて償ふ所之無く候ては、事体相備らず、事長久致さず候に
付、商社利益の内より商税相納め申すべき事」（第 7条）と「商税は益金の二割と相









































































































































ずかる合本会社とがある。規制会社 regulated companiesは、すべての点で同職組合 the-
corporations of tradeによく似ており、それを拡大したような独占体 monopoliesであ
る……法の取締りがないときには、同職組合の精神がひろがって、競争者を減らすた
めに面倒な規則 many burdensome regulationsをつくるし、法がそれをおさえるように
なると、会社はまったく無用なものになった。……ジョイント・ストック会社の場合
には in a joint stock company、メンバーは、その出資持分の返還を会社に要求できな
い代わりに、時価で他人に譲渡できる no member can demand payment of his share from
新史料奥平壱岐「適薩俗記」と薩州商社 －２４５－
the company ; but each member can, without their consent, transfer his share to another



































































































































































































































































第 8代・第 10代住職日蔵（在住職期間：天明 8〈1788〉～寛政 12〈1800〉・文化 8
































































































































































































































































































































































































































































































































－２６２－ 日本経大論集 第４０巻 第２号
上野時代（奥平氏が上野国甘楽郡奥平郷〈現群馬県吉井町辺り〉を拠点とする戦国武
さだとし





















































佐脇の領主、貞久公時代 千五百石。兵藤太郎八 北畑の領主、貞久公時代 千石。










































































－２６６－ 日本経大論集 第４０巻 第２号
